
岩屋軍記を読む前に 

筑紫中心「戦国時代年表」 

１４３３年（永享５年） 

        少弍満貞を打ち破り  

大内持直筑前国平定を幕府に注進、その後、大友家とのせめぎ合い少弐とのせめぎ合いとなるがこ

れからは、大方、大内氏の支配下となるようである。 

１５３５年（天文４年） 

    大内氏と大友氏が和睦 

１５５２年（天文２１年） 

    大友宗麟、髙橋紹運を宝満城主とする。 

１５５５年（弘治年中） 

    川中島の合戦 

１５６０年:織田信長今川義元の桶狭間の戦 

１５７３年（天正年中） 

  信長、安土城に移る。 

  天正１年７月１８日室町幕府滅亡  

１６７８年（天正６年１２月１日） 

          立花道雪・髙橋紹運、立花・宝満・岩屋に籠城する。 

このころ、大友氏、日向耳川で島津義久に大敗 

このころ、龍造寺隆、信肥前国を統一 

１５７８年（天正６年秋） 

  秋月種实勢４千人と問注所治部少輔一千人が天山の柴田川で戦う。 

１５７９年（天正７年４月１８日 

  秋月種实と髙橋紹運が二日市で戦う。 

１５８２年（天正１０年６月２日） 

  本能寺の変、織田信長倒る。 

１５８３年（天正１１年３月７日） 

 筑紫方の茶売り、岩屋城内にたまご火を仕掛け、帆足弾正の步蔵城に逃げ込む。岩屋城内の家は残らず

焼け落ち、筑紫衆は観世音寺辺まで寄せるが、宝満衆が駆けつけたので引き取る。 

１５８６年（天正１４年７月２７日） 

 島津勢の攻勢により岩屋城が落城、小寺官兵衛（黒田如水）の家臣久野四兵衛、筑紫（廣門）・原田（信

種）らに降伏を勧める。 

１５８７年（天正１５年４月４日） 

秋月種实、茶器楢柴をささげて秀吉に降伏する。これより、秋月・筑紫・原田らは、立花統虎に手を

焼く。立花は薩摩攻めの先手を勤める。 

  二日市市場が、秀吉により天満宮領から開放され、楽市となる 

天正１５年６月 

秀吉、島津を降して博多入り 

 



岩屋軍記 

筑前叢書目録編集者江藤正澄（１８３６～１９１１） 

百六巻目の岩屋軍記である。 

古文書ですから、九州大学名誉教授丸山雍成先生に振り仮名をうってもらって、五上元生が書き起こした

ものです。 

本文中の（ ）、【 】は次のとおり 

・（ ）は書起者の注釈 

・【 】は原作者の誤記・誤写を書起者が訂正 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高橋紹運 ( たかはしじょううん) 筑前を守る大友氏の柱石 

 ？－1586 戦国時代末期の步将。高橋家９代家督。父は 大友庶家 大友家 加判衆(か

ばんしゅう) 吉弘 鑑理(あきただ) 。母は不詳。通称孫七郎、初名 鎮理(しげただ) 、

のち 鎮教(しげのり) と改名。主膳兵衛尉。『 大友家文書録 』は主膳正。 剃髪(ていは

つ)して紹運と号す。 

永禄 12 年(1569)豊前 小倉(こくら)城 に移封を命じられた 高橋 鑑種(あきたね) の

跡をうけて、岩屋 宝満(ほうまん)両城の城主となる。「 大友吉弘氏系図 」では翌元亀

元年(1570)のことという。天正 14 年(1586)島津氏に攻められ戦死。没年齢から天文 17

年生まれか。 

〈高橋家を継承〉 

 吉弘氏は大友庶家 田原氏 の分流であるが、南北朝末期には将軍家 小番(こばん)衆 

の一人として重要な地位を占めていた。紹運の父鑑理は、大友家加判衆の一人で、 戸次

鑑連(べっきあきつら) 臼杵 鑑速(あきはや) と共に三老に数えられ、 立花 鑑載(あき

のり(とし)) 誅伐後の 立花城城督となるが元亀２年(1571)病没。紹運は鑑理の次男。妻

は 斎藤 鎮实(しげざね) の妹。子に 高橋 統増(むねます) と立花家を継いだ 立花 統

虎(むねとら) がいる。 

 



爰
ここ

に後
のち

陽
よう

成 院
せいいん

の御宇
ぎょう

、天
てん

正
しょう

年 中
ねんちゅう

の頃
ころ

、筑 前
ちくぜん

国
くに

に高 橋
たかはし

宗 仙
そうせん

と云
いう

侍
さむらい

有
あり

。同 国
どうこく

寶
ほう

満
まん

の城
しろ

に在城す。此所乃
このところ

東
ひがし

に当
あっ

て、米
こめ

山 南
やまみなみ

に 龍
たつが

城
じょう

、西
にし

に岩野
いわや

城
じょう

 【岩屋城】、

此
この

三
さん

ケ所
かしょ

は宝
ほう

満とり
まんとり

出乃城也
でのしろなり

。然
しかる

に、宗 仙
そうせん

息 女
そくじょ

のみ有
あり

て、代
だい

を継ぐ
つ ぐ

べき男子
だんし

なし。是
これ

に依
よっ

て豊後
ぶんご

大 友
おおとも

の家臣
かしん

、吉 弘
よしひろ

加兵衛と言う物【者】の次男、吉弘忠四
ただし

良
ら

という者
もの

養子
ようし

ニ
に

し

て、高橋之家
たかはしのいえ

を継ぐ
つ ぐ

。後
のち

法 名
ほうみょう

紹
じょう

運
うん

と云
いう

。 

其後、豊後の尾形、薩摩
さつま

をせめむ
ん

とて、大 軍
たいぐん

を 催
もよお

し六万余騎
ろくまんよき

にて 日 向
ひゅうがの

国
くに

に発後
はつご

【向】

す。先陣の大将に吉弘加兵衛、橋津
はしづ

右
みぎ

（衛
え

）門
もん

太夫
たゆう

と云う
い う

者 也
ものなり

。吉 弘
よしひろ

加兵衛
かひょうえ

というは、紹
じょう

運
うん

が為
ため

には兄 也
あになり

。 

又、豊後国にて五上道伯と鑓
やり

を 合
あわせ

、石
いし

垣 原
がきはら

【大分県別府市に古戦場史跡あり】にて討 死
うちじに

にしたる吉 弘
よしひろ

が為
ため

には父 也
ちちなり

。扨
さて

、豊後勢
ぶんごぜい

、日向の室津道にて薩摩勢と合戦す。薩摩方の

侍大将には島津
しまづ

中 務
なかつかさ

同
どう

右
う

馬 頭
まがしら

本 郷
ほんごう

蔵 人
くらんど

を先
を

として、其 勢
そのぜい

壱 萬
いちまん

余騎
よ き

、高 城 川
たかしろがわ

を中
なか

に

隔て陣
へだてじん

を取
とり

、両 陣 相
りょうじんあい

さる事四
ごとし

、亓 町
ごちょう

（長）、時に豊後方より河を 渡 懸
わたりかけ

しを、薩摩の方

より本郷蔵 人
くらんど

、河の辺
べ

をさる事三拾余町也、時に両方相戦ふ

う

即時に蔵人討ち死にして、豊後

方利を得たり、其後又、豊後方より河を渡す。今度ハ
は

島津
しまづ

が人 数
にんずう

相 掛
あいかか

りに掛り
かかり

て戦
せん

ふ
う

。 

軍
いくさ

半
なかば

なる時、島津右馬頭手勢四、亓百騎、藪かけの土手をつたひ
い

、左手
ゆんで

に廻り
めぐり

、鉄 炮
てっぽう

百 丁
ひゃくちょう

（挺
てい

）一度
いちど

にはなし掛
かけ

たり。此
この

鉄 炮
てっぽう

に打立てられ
う ち た て ら れ

志
し

とう（死闘
しとう

）に見えける所に、

右馬頭亓百余騎ぬきつれて、切
きり

て懸
かか

りけれ。豊後勢
ぶんごぜい

は、右
みぎ

馬 頭
まがしら

が横 入
よこいり

掛
かかり

立てられ
た て ら れ

、一
ひと

ささえもささえず、どっと 崩
くずれ

る。此
この

時
とき

、薩摩勢
さつまぜい

、諸手の 備
そなえ

へをとひ
い

てつきかかりけれ

ば、豊後勢 悉
ことごと

く月
づき

のわの池
いけ

に追
おい

被
いれら

入
れ

、討たるる物(者)数を志らず（知らず）。吉弘・橋

津もともに討死しけり。此
この

合 戦
かっせん

、大 友
おおとも

旗 本
はたもと

程遠く
ほどとおく

、二
に

の見
けん

も殊に
ことに

遠かり
とおしかり

ければ、斯
この

先 陣 討
せんじんうた

るるとなり、是
これ

に 依
やすし

て、高 橋
たかはし

宗 仙
そうせん

子 息 紹
しそくじょう

運
うん

に曰く今 度
このたび

大友家
おおともけ

、目【日】刕
しゅう



の軍
ぐん

、言語
げんご

に絶
たえ

たり。 

 旗 本
はたもと

二
に

の見
けん

の大 将 田 原 紹
たいしょうたはらしょう

任
にん

罪 科
つみとが

軽
かろき

にあらず。 然
しかる

に今 度
このたび

の働 き 功
ばたらきこう

 

褒美
ほうび

として左右
さゆう

に六
ろく

緑
えん

の字
じ

あり 紹
しょう

任
にん

に正 宗
まさむね

の 刀
かたな

給わり
たまわり

候 事
そうろこと

、是
これ

はそも何 事
なにごと

ぞや、

かかる愚 将
ぐしょう

を 頼
たのみ

て何
なに

かはせん、 

いざ、大友を敵にして我が家の旗をあげむ
ん

とて、しきりに言ければ、紹運父を勇て【
「

戒
いさめ

て】
）

曰
いわく

、 御 尤
ごもっとも

にて 候 得 共
そうろうえども

、我 々
われわれ

が為
ため

には三 代
さんだい

相 恩
そうおん

の主 君
しゅくん

の儀
ぎ

にて 候
そうろう

得
え

ば、

指
さし

て恨
うら

奉 る
たてまつる

事もなく、只
ただ

日 州
ひしゅう

の一戦図
いっせんず

におくれたると言
いう

計
ばかり

にて 此 紹
このじょう

運
うん

が身
み

、と

うて 逆 心
ぎゃくしん

は口 惜
くちおし

かるべし、ただ思
し

（し）食
しょく

、留
とどま

りあれかしと被
もう

申
され

ければ、宗 仙
そうせん

卿
きょう

、

是
これ

を 請
しょう

ず、夫
それ

故
ゆえ

、父子
ふ し

の 間
あいだ

不和
ふ わ

に成
なり

、亦 宗 仙
またそうせん

も、さすが 紹
じょう

運
うん

が 申
もうす

処
ところ

理
り

に 叶
かのう

たる 所
ところ

なれば、故
ゆえ

なく 逆 心
ぎゃくごころ

もなりがたく寶
ほう

満
まん

も岩野
いわや

【岩屋】
）

の城
しろ

も 両 城 共
りょうじょうとも

、紹
じょう

運
うん

にゆづり、其身は豊前の国香春
かわら

た
だ

け（香春
かわら

嶽
たけ

）を城
しろ

にして、彼地
かのち

に 住
じゅう

す。其後
そのご

秝
あき

月
づき

（秋 月
あきづき

）種
たね

真
さね

【種實】の次男九郎といふ

う

を養子にして、宗仙の家をゆづる。後には、高橋

右近と言。扨
さて

又
また

、岩野
いわの

【岩屋】の 紹
じょう

運
うん

に二人乃
ふたりの

男子
だんし

有
あり

。兄
あに

を宗
むね

虎
とら

【統虎】、 弟
おとうと

を宗 増
そうます

【統増】といふ
う

。嫡 男 宗
ちゃくなんそう

虎
とら

【統増】を立 花
たちばな

道
みち

雪
ゆき

養子
ようし

聟
むこ

にして立 花
たちばな

の家
いえ

を継
つが

す。立 花
たちばな

左近
さきん

将 監
しょうげん

と言
いい

しは、此人なり。此左近を【に】道雪一
いち

跡
せき

をゆつ
ず

る。其
その

油来
ゆらい

【由来】を 尋
たずぬ

るに、其
その

頃
ころ

は 九 刕
きゅうしゅう

過半
なかば

薩摩
さつま

に随 い
したがい

然
しかれ

ども高 橋
たかはし

と立 花
たちばな

両 家
りょうけ

は豊後大友家の厚 恩
こうおん

を忘れず、逆心の 企
たくらみ

もなく、紹
じょう

運
うん

道
どう

雪
せつ

常に
つねに

したしく馴
なじ

む。つひ
い

大 友
おおとも

の代
だい

を守り
まもり

給
たまい

、

誠
まこと

にたく
た ぐ

ひ
い

なき 名 将 也
めいしょうなり

。有 事
ことあり

、左 近 将 監
さこんしょうげん

いまだなきの時
とき

、岩野
いわや

【岩屋】より立 花
たちばな

に来たり
き

遊 事
あそぶこと

有
あり

。此
この

時
とき

、道雪の所に科 人
とがびと

有り
あ り

。是
これ

を討
う

たせらる。道 雪 思
みちゆきおも

ふ
う

仔細
しさい

有
あり

て、

切手
きりて

の 侍
さむらい

に 申 合
もうしあわせ

、左近
さこん

が目
め

の前
まえ

にて、是
これ

を切
きら

せらるる時
る

に、道
どう

雪
せつ

左近
さこん

が胸
むね

に手
て

を

置
おき

、 伺
うかがい

見られ
み ら れ

けるに、いかにもしづかにして、常のごとし、顔 色
かおいろ

におびえたる色
いろ

なし。



いか様
よう

此 人
このひと

は、一 方
いっぽう

の 大 将 共
たいしょうきょう

成
なる

へ
べ

き者
もの

よと思
おも

ひ
い

こめ給
たま

ひ
い

て、終
つい

に 一
いっ

跡
せき

をゆつ
づ
る

給
たま

ふ
う

と聞
きこ

へ
え

けり。此左近弟に、宗 増
そうます

【統増】  て有り
あ り

けるを、紹
じょう

運
うん

の一
いっ

跡
せき

を継
つが

せ、秋 月
あきづき

種
たね

真
さね

【種實】と縁
えん

を結び
むすび

、末
すえ

名付
なづけ

たる 計
はかり

にて婚 礼
こんれい

規式
ぎしき

（儀式
ぎしき

？）はなし。 

かかる所に同国之
どうこくの

勝尾
かつお

の 城 主
じょうしゅ

（現在鳥栖市）、筑紫
ちくし

廣 門
ひろかど

、此 事
このこと

を 伝 聞
つたえきき

、一家
いっか

の 良
りょう

臣
しん

を集めて
あつめて

言
いう

、今 迄
いままで

は秋 月
あきづき

、高 橋
たかはし

、筑紫、立花、何も位をたくましくして、近 隣
きんりん

在 城
ざいじょう

する 處
ところ

に、今
いま

高 橋
たかはし

と秋 月
あきづき

と縁
えん

を結び
むすび

和睦
わぼく

せば立花も一家になり、然
しから

は
ば

彼
かれ

に組
くみ

し、我等
われら

計
ばかり

別家
べっけ

の敵
てき

となり、彼
かの

三家
さんけ

者 共
ものども

とせめ合
あわ

は
ば

、終
つい

には我家めつぼう【滅亡】うたがいな

し。いかがせんと 評 定
ひょうじょう

す。 

時に筑紫之家
ちくしのか

臣
しん

に何 某
なにがし

しばらく思案
しあん

して申し
もうし

けるは、 誠
まこと

に秋 月
あきづき

、高 橋
たかはし

言 合
いいあい

、立花と

一 身
いちみ

【味】にて、三家の敵となっては、ゆゆ敷
し

き（ゆゆしき）御大事
おだいじ

、當家
とうけ

之
これ

めっぽう遠
う

か

るまし
じ

、所 詮
しょせん

 君
きみ

の御姫
おひめ

君
きみ

様
さま

を我等
われら

に被
くだ

下
され

まじや。しからば、我等姫君の御供
おとも

仕
つかまつり

、岩野
いわや

【岩屋】江 参
へまいり

、 紹
じょう

運
うん

公
こう

の御姫
おひめ

君
ぎみ

になし給
たま

へ
え

、若
もし

此 事
このこと

稀代
きだい

の珎事
ちんじ

(ちんじ)なれば、

御 承 引
ごひきうけたまわり

御座無
ござなく

候
そうらわ

は
ば

、姫
、

君
ぎみ

と共
とも

に 生 害
しょうがい

に及ぶ
およぶ

遍
べ

（べ）しと 申 上
もうしあげ

候
そうろう

べし、夫
それ

にて 御 承 引
ごひきうけたまわわり

御座
ご ざ

無 候
なくそうろう

はば、姫
ひめ

君
ぎみ

を指
さし

【刺】ころし其
その

刀
かたな

にて志
じ

かい
が い

（自害
じがい

） 可
つかまる

仕
べく

候
そうろう

、万 一
まんいち

御 承 引
ごしょういん

おいゐ
い

ては、當家の御運、天に 叶
かのう

處 也
ところなり

。 

此
この

儀
ぎ

に
どう

同
どう

し
じ

給
たま

へ
え

かしと申し
もうし

ければ、広 門
ひろかど

を 始
はじめ

、皆
みな

ゝ
みな

此
この

儀
ぎ

に同じ
おなじ

。頓而
やがて

姫
ひめ

を岩野
いわや

の城
しろ

に 遣
つかわ

しける。 件
くだん

の家臣是を 供 奉
ともたてまつり

し、岩野の城へ行向かい、しかじかのヨシ（由）を

申上る。誠に前 代
ぜんだい

未聞
みもん

の珎事
ちんじ

なれば、皆
みな

あきれたる有 様 也
ありさまなり

。 紹
じょう

運
うん

もけしからぬ事
こと

に

思われ
おもわれ

けれ。はやゝ
はやばや

ことばも出
ださ

さ
ざ

りけり。殊
こと

更
さら

秋 月
あきづき

の姫
ひめ

に約 速
やくそく

【束】あれば、思いもよ

らぬ次第也
しだいなり

。 急
いそぎ

姫
ひめ

を供して勝尾に 帰
かえる

べし、と 仰
おおせ

けれは
ば

、筑紫
つくし

が家臣
かしん

是
これ

を聞
きき

、 謹 而
つつしんで

言
いい

けるは、 誠
まこと

に 紹
じょう

運
うん

公の 仰
おおせ

、 尤
もっとも

理
り

に 叶 候 処 也
かのうそうろうところなり

。我が
われが

望 處
のぞむところ

、前 代
ぜんだい

の



珎 事
ちんこと

(ちんじ)なれば、 角
とにかく

、受けさせ
う け さ せ

給う
たまう

まし
じ

き事
こと

は、兼而
かねて

より思う
おもう

けし事
けしこと

にて御座候
ござこう

、

然 共
しかれども

、秋 月
あきづき

殿
どの

と貴家と御合躰
ごがったい

有りては、れきゝ主の筑紫を敵にし 給
たまわ

は
ば

、広門めっぽう

うたがいなし。さあらば、我
われ

其
その

時
じ

戦 場
せんじょう

に討 死
うちじに

可
つかまつる

仕
べき

命
いのち

を今主君の為
ため

にすて、只 今
ただいま

姫
ひめ

をさし殺し
ころし

志
じ

かい（自害
じがい

）を遂げ
と げ

、主 君
しゅくん

の恩
おん

にほうするへし【報ずるべし】。此 上
このうえ

は御
ご

縁
えん

のましをけがし 奉
たてまつ

るべしと 思
おもいっ

切
きり

たる風情
ふぜい

にて 両 眼
りょうがん

に血
ち

をそそぎ、当利
あたり

をにらみ

たるは、 实
まことに

鬼神
きしん

とや 申
もうす

べし。紹運、此者のあり様をみ
見

給
たま

ひ
い

、 誠 忠
まことちゅう

儀
ぎ

の深き事をか

んじ、又
また

は故
ゆえ

なく姫をころさすも罪深く不便
ふびん

なる事
こと

に思い、彼 者
かのもの

の 申
もうす

旨
むね

に任せて
まかせて

餘
よ

儀
ぎ

無
なし

。

姫
ひめ

をぞ 留
とどめ

られける。夫
それ

より筑紫と高橋と一家に成
なる

。此 事
このこと

頓
やが

て秋月に聞
きこ

へ
え

ければ、種
たね

實
ざね

大
おおい

に立腹し、にくき者のふるまいかな、此 上
このうえ

は彼
かの

両 家
りょうけ

の者共を安 穏
あんのん

に置いては無念
むねん

の

事 也
ことなり

と、深くうっぷんに思われけれハ
ば

、頓
やが

て薩州へ加勢を乞
こい

、岩野
いわや

の城
しろ

を責 落
せめおと

し。可 申
もうすべき

とて、 急
いそぎ

薩摩へ 申 入
もうしいれる

。此事 隠
かくし

なければ、 紹
じょう

運
うん

も今度
こんど

の 軍
いくさ

、味方は小勢、寄手
よせて

は

大勢のがれぬ所也。われ思う子
仔

細(しさい)あれば、寶満の城へは妻子を置
おき

、其身は岩野へ籠
こも

られける。 抑
そもそも

岩野の城と申すは、前は谷深く岩をそびえ、大 竹
おおたけ

生
おい

しげり、峯
みね

高
だか

ふ
う

して

道ほそく、山けわしうして、屏 風
びょうぶ

を立てたるごとく也。後ろには四王子のやまにつづく岩 松
いわまつ

、

道をわかたず、鳥けだものならでかよう物【通う者】なし。 

水は東より谷をせき上げ、城の頂上に是を受
うけ

、いかなる大日
おおひ

照
でり

りにも此
この

水
みず

絶
たゆ

る事なし。譬
たとえ

は
ば

寄手大勢也共
よせておおぜいなりとも

、 輙
たやすく

落
おち

さ
ざ

るへ
べ

き様
よう

なし。扨
さて

紹運は、役所ゝの手分けを 定
さだめ

先、鳳【風】

呂の谷、大手之口には、矢山中務を大将として、弐百余騎にて 堅
かため

たり。西の大手には、北

原摂津
せっつ

を大将にして百七拾騎似【に】て堅たり。東水之手には、萩 原
はぎはら

憐 可
あわれむべき

八十騎にて是

を 堅
かた

む。扨
さて

、紹運は、 究 竟
くっきょう

の兵百余騎前後左右に 随
したがえ

甲 之 丸
かつゆきまる

に 扣
ひかえ

られ其外二三之

丸に尃手の達者に弓鉄 炮
てっぽう

を持
もた

せ、壱 勢
いっせい

につつ【筒】、ひかえたり。都合軍勢八百余騎、一



命を岩野の土中に埋
うず

み、名を後代に揚
あげ

むと 思
おもい

切
きり

たる士卒の心此
これ

ゆゆしけれ。扨
さて

又、宝満

の城には、紹運の北の方次男
じなん

主 膳 宗 増
しゅぜんそうます

に譜代
ふだい

の良臣 北 原 鎮 休
きたはらちんきゅう

相 添
あいそえ

、其外、家中足弱

き妻子共 籠 置
かごめおき

、ゆうかいを 頼
たのみ

、籠
こも

られける。 

斯而
ここに

薩摩勢島津 中 務
なかつかさ

を大将として、已
すで

に秋月に着陣す。弥永
やなが

【筑前町弥永】と言所に陣を

取、筑後の星 伺
うかがい

住所
ところ

ゝ
どころ

の人数馳
はせ

加り、秋月が勢と諸共、都合其勢一万余騎の着到付、頓
とん

に岩野へ押寄、此節立花左近方より、父紹運方へ 使
つかい

文
ふみ

を以て被
もう

申
され

けるは、今度薩摩の勢
ぜい

并
あわせ

に隣国の步士 馳 催
はせもよお

し、當家の一類を責
せめ

む
ん

とす。 然
しかるに

に貴家の居城岩野と宝満に御人

数を分られ、立花の城を我手勢
てぜい

計
ばかり

にて守りては、三方共小勢にして、いつ
い ず

つれ
れ

の城も敵の

為に 輙
すなわち

落されぬべく 覚
おぼえ

候、同は一所に集り此名城にて、敵をふせき
ぎ

候
そうら

は
わ

ゝ
ば

、譬
たと

へ
え

何

十万騎寄来る共、左右なく落さるる事あらし
じ

と比
ひ

【
「

社
こそ

】
）

存 候
ぞんじそうら

へ
え

、急
いそぎ

所勢を引 入
ひきいれ

給ふ
たまう

へ
べ

しと、委細に被
もう

申
され

ければ、紹運是を聞給ひ
い

尤
もっとも

左近が言
いう

如く、両家一所に 籠
こもる

ならば、 輙
すなわち

破られまし
じ

との 謀
はかりごと

もあらんと社
こそ

覚 候
おぼえそうろう

、 乍
さりな

去
がら

今敵大軍にて寄きたると聞、我岩野

を落、立花の城に籠こと、且
かつ

ハ
は

我が道よわきに似たり、又は 謀
はかりごと

の足らさ
ざ

る處也、其
その

故
ゆえ

は、

立花名城也しを頼み、父子
ふ し

一 所
ひとところ

に集り居
いて

、思わすも、城を落されば、高橋・立花の両家、

忽
たちまち

に絶
たえ

なん事くひ
く い

（悔）そ
ぞ

を廻らすへ
べ

か ら す
      ず  

、志よせん（しょせん）我身は岩野の城

にたて籠、死を 極
きわむ

へ
べ

し。然は
ば

岩谷へ先手
せんて

なれば、爰
ここ

へ寄
よる

へ
べ

し。目
め

に 餘
あまる

大 敵
たいてき

なり共
とも

、我
われ

士卒共
しそつども

死
し

をかろんじ、防ぎ戦う
ふせぎたたかう

者ならは
ば

やわか十四亓日の日数ハ
は

送
おく

るへ
べ

し。我じかい（自

害）と見て、此
この

立 花
たちばな

をも責むべし。又
また

立 花
たちばな

にも日数
ひすう

つもるへ
べ

し、加
か

様
よう

【
（

斯様
かよう

】
）

に 両 城
りょうじょう

をせむるに秀吉公御 発 向
おんはっこう

ハ
は

、程
ほど

有べからず。太 閤
たいこう

御 発 向
おんはっこう

と聞
きこ

へ
え

るは、薩摩勢
さつまぜい

取 者
とるもの

も取
とり

あへす
  え ず

引 取
ひきとる

へ
べ

し。 然
しから

ハ
ば

我
われ

身ハ
 は

空 敷
むなしく

成
なり

とも、 立 花
たちばな

は 運
うん

開
ひらく

へ
べ

し。 親
おや

の子
こ

を 思
おも

ふ
う

道 かぎ り
みちかぎり

なけれは
ば
、此

この

旨
むね

左近
さこん

に委細
いさい

申
もうす

べし、此
この

城
しろ

落 城
らくじょう

の事
こと

、相
あい

かまへ
え

て 思
おもう

ふへ
う べ

か



らす
ず

。今
いま

立 花
たちばな

を堅固
けんご

守り
まもり

、秀
ひで

吉
よし

公
こう

の御進発
おしんぱつ

を相
あい

待
まつ

へ
べ

しとて、 使
つかい

を立 花
たちばな

に 被 帰
かえさせられ

け

る。 

扨
さて

又
また

、あきづき種
たね

真
ざね

【種實】は、豊後
ぶんご

の大友の後 詰
あとづめ

をふせがんとて、其
その

身
み

は岩野
いわや

へ

出 陣
しゅつじん

なく、あきづき【秋月】に 留
とどまり

て、手勢
てぜい

二
ふたつ

に分け、半分は島津に相 加
あいくわ

へ
え

、半分は

秋月に残し置
お

け里
り

。 

斯而
ここに

、島津
しまづ

中 務
なかつかさ

は、秋 月
あきづき

の勢
ぜい

を加え、弥永
やなが

を打
うち

立
たち

、大宰府
だざいふ

に着陣
きじん

す。高尾山
たかおさん

【現

在大宰府市高尾山】へ陣
じん

をかまへ
え

、明 実 寺
めいきゃくでら

の辺まて
で

陣屋を掛、幕を張り廻し、諸軍勢ミ
み

ちゝ
ちみち

て、尺寸のなし、此【頃】は天正八歳
ねん

七月中旪薩摩の勢壱万余騎、現【観】世音寺より風呂

谷大手口に指
さし

向
むか

ふ
う

。 

秋 月
あきづき

の 軍 兵
ぐんぴょう

は、横
よこ

竹
たけ

から 東 水
ひがしみず

の手
て

に押
おし

上り
あがり

、 両 陣
りょうじん

東西南北より責
せめ

上
あが

ル
る

。昼夜の

さかいもなく、もみにま
も

ふ
う

て責上り
せきのぼり

ける。 城 中
じょうちゅう

の兵
へい

も兼
かね

而
て

斯
し

したる事なれは
ば

、一
いち

命
めい

を

惜しまず爰
ここ

を専
せん

度
ど

と防
ふせ

キ
ぎ

ける。大手弱【 搦
からめ

】手の諸軍勢、城中共おめき、さけひ
び

とき、 暫
しばらく

も止
やむ

時
とき

なし。只
ただ

百 千
ひゃくせん

のいかつち（ 雷
かみなり

）なりおち、大 山
おおやま

も崩
くず

れて、海
うみ

ニ
に

入
いり

けん。こ

ん【魂】もおちて、地
ち

に 埋
うまむ

かと覚
おぼ

へ
え

ける。寄手
よせて

大 勢
おおぜい

なりといへ
え

共
ども

、或
ある

ハ
は

石
いし

に打
うた

れ 或
あるい

は

弓 鉄 炮
ゆみてっぽう

に当り
あたり

、死生
しせい

しらす
ず

の手負
ておい

の物【者】、幾千人といふ
う

数
かず

をしらす
ず

、さしも深き谷も人

馬いやかに落
おち

重
かさ

り、死人ニ
に

而社
こそ

埋
うづめ

けり。されば、軍
ぐん

さん（散
さん

）し
じ

て後
あと

迄
まで

、谷川の流れ、

向
むかい

になって紅葉
もみじ

のかけを行 水
いくみず

のくれない深
ふか

きにことならす
ず

。近
こん

キ
き

頃迄は、此合戦に討死

しける軍勢のぼうこん（亡魂） 残
のこり

て人の目にさへ
え

き
ぎ

り、風の夜ハ
は

谷峯
みね

しんとうニ
に

して、わ

めき、さけび聲
ごえ

かすかに聞
きこ

へ
え

、いと、すさまし
  ざ  じ

き有 様
ありさま

と、 村
むらの

老
ろう

語 伝
かたりつた

へ
え

たり。 

かかる 所
ところ

に黒田孝隆【髙】公より岩野
いわや

江
へ

御 使
おんつかい

有り。小林新兵衛尉
こばやししんべえい

と言
いう

者
もの

也。上 方
かみがた

から岩屋
いわや

に来
き

たりて、見
み

れは
ば

、敵、城外を取
とり

かこみ、雲霞
うんか

の如く
ごとく

也。北の尾一方、態
たい

とあけ



たりとみゑ
え

て、敵
てき

壱 人
いちにん

もなし。是に依
より

、小 林
こばやし

は四
し

王子
おうじ

【四王寺】により山に上がり、北

の尾崎から城中に近 付
ちかづき

、塀裏に立ちより孝隆【髙】から 使
つかい

の由
よし

を 申 入
もうしいれ

たり。 

其
その

時、紹
じょう

運
うん

甲 冑
かっちゅう

をたひ
い

し（帯し）大 長 刀
おおなぎなた

を、つき給
たま

ひ
い

て、小林に出会、小林 謹 而
つつしんで

孝隆【髙】使 相
つかいあい

述
の

へ
べ

たり。紹運聞 給
ききたま

ひ
い

、孝隆【髙】公より是迄の御使者御情の程感
かん

悦
えつ

不
あさ

浅
からず

處也。貴殿を城中へ引
ひき

、旅の疲れを 休 申 度
やすみもうすほど

存 候 得 共
ぞんじそうらえども

、唯今見給
みたま

ふ
う

こ
ご

とく敵陣外

をうんか（雲霞）のごとくかこみたり。いまにても諸 方
もろかた

から、かつきつれて責上り
せめのぼり

候
そうらわ

ハ
ば

ゝ、

饗 応
きょうおう

もけふ（今日）有
ある

へ
べ

し。早々是
これ

より 帰
かえり

給
たま

ひ
い

、孝隆【髙】公へ 宜
よろしく

申させ
もうさせ

給え
たまえ

と被
もう

申
され

けれは
ば

、新兵衛もかかる折節、見捨
み す

て帰り
かえり

か
が

たくハ
は

、思
おも

ひ
い

しかと
ど

も、使い
つかい

の
へんじ

【事】を

達
たつ

せん為
ため

、其
その

上
うえ

紹 運
じょううん

しきりに被
もう

申
され

けれは
ば

、 力
ちから

不
およ

及
ばず

、 紹
じょう

運
うん

へ 暇 乞
いとまごい

、しのひ
び

やか

に元の道へそ帰りける。其後
そのご

、諸 方 之
もろかたこれ

寄手
よせて

調
しめ

し 合
あわせ

鐘
かね

を鳴し、大こ（太
たい

鼓
こ

）を打
うち

、時の

こへ
え

(聲)を上げ、ゑ
え

いゝ
えい

こゑ
え

（聲
こえ

）にて責上る。城中の兵共、塀たてのさまから弓鉄
てつ

炮
ぽう

を

打出し
うちだし

、雨
あめ

の降
ふる

如く
ごとく

はなし掛
かけ

たり。或ハ
は

大木・大石を落し掛
かけ

、爰
ここ

を専（専度
せんど

）と坊記
ふせぎ

【防

き】ける。中にも萩尾
はぎお

大 覚
だいがく

、矢山四郎と名乗て、太刀の者有
あり

しか
が

、爰
ここ

にては大 覚
だいがく

、かし

こにては四郎とて 掛 合
かかりあい

ゝ
かかりあい

責戦い、 究 竟
くっきょう

の兵数百人討
うち

取
とり

けり。 

され共
ども

、死生
しせい

しらす
ず

之
の

薩摩勢
さつまぜい

、討 共
うつとも

尃
うた

れと
ど

も事 共
ことども

せす
ず

、親 討
おやうた

れ共
ども

、子
こ

是
これ

を 助
たすけ

す
ず

、

子打
こうた

れ共
ども

、父しらす
ず

、のり越
こえ

ゝ
のりこえ

上りければ、城中の兵共、次第ゝに討死し、或ハ
は

手負、

或は気つかれ、思ふ
う

様にはたらきならす
ず

。二、三の丸を 責 被
せめこうむ

り、本丸 計
ばかり

に成
なり

にけり。 

今は是 迄
これまで

そ
ぞ

、さの三人多ク
く

ころし、罪 作
つみつく

りに専
せん

なし。いさや最後の 軍
いくさ

して、寄手
よせて

の

やつ原【奴ばら】に、目をさまさせんとて、紹運其日の 出
しゅっ

立
たつ

には、赤地のひたれにひをと
ど

し

（ひどおし） 之
の

鎧
よろい

之
の

今
いま

巳
み

の刻
こく

とかゝ
か が

やくをすきまもなく 拵
こしら

へ
え

、鍬
くわ

か
か

た
た

打
うた

る 甲
かぶと

の緒
お

を

しめ、三尺５寸長刀脇にさしはさみ、我に同し
じ

き兵を 廿 七 騎
にじゅうななき

前後左右に立並べ、村 雲
むらくも

立



てひかえたる大勢之中に 掛 入
かかりいり

、東西を拂
はら

ひ
い

、南北に 追 廻
おいまわし

し、黒○を立て切て廻れハ
ば

、

寄手大勢也といえどもわつ
ず

かの小勢に切立
きりた

てられ、風に木の葉の散
ちる

如く四方の谷へさっと

引

ひく

。 

其時、紹運
うん

立 帰
たちかえり

て、大幕打上げさせ、御酒
ごしゅ

ゑ
え

ん（宴）有り。大将の鎧に立ちたる所

之矢七筋、ほう先両の手に三ヶ所深手を負
おい

給
たま

ひ
い

て、血之流るる事瀧
たき

のこ
ご

とし。 然
しかれ

と
ど

も、

立たる矢をもぬき給わず、ながるる血をもぬく
ぐ

い給
たま

は
わ

す
ず

、敷か己【敷皮】の上に立
たち

なか
が

ら、

大盃にて三度請
こい

給
たま

へ
え

ば、相随う良臣 各
おのおの

拍手を揃
そろ

えこゑ
え

を上け
げ

、名残の酒 宴
しゅえん

そ
ぞ

すすめけ

る。 

かかる所に荒川壱岐
い き

守
のかみ

よろいに立所の矢
や

指
さし

、壱筋枯野に残るすすき風にしなえるごとくに

才かけながら、大将の御前に 参
さんじ

申
もうし

けるハ
は

、敵ははやさか（早坂）に取上り、水の手を取
とり

切
きり

、

やがて場内へ乱入候。敵近ぬ【来ぬ】先に御志かい（御自害）可 有
あるべき

と申けれは
ば

、紹運も今は

是迄と 思 召
おぼしめし

、たて之
の

さまを切落し、身をあらわにして念 佛 十 返
ねんぶつじゅっぺん

計
ばかり

となえ給ひ
い

、諸軍

勢に向いて、大 音
だいおん

上
あげ

て 被
もうさ

申
られ

けるは只今我志かい（自害）するあり様を見て、汝 等 共
なんじらども

か、

步運 忽
たちまち

つきて、切 腹
せっぷく

時
のとき

手本にせよと言ままに、鎧をぬきて、たてよりしたへなけ
げ

落
おと

し、

錦のひたたれ、はかまは
ば

かりねりぬき（練貫） 示
しめし

、袖
そで

押はたぬき白く清
きよ

けなる。はたへ
え

に

刀をつき立
たて

、脇より右之脇迄
みぎのわきまで

一文字にかき切て、腹わたつかんて
で

、たての板になけ
げ

付、大 刀
だいとう

をくわえうつふ
ぶ

しにて 失
しまい

給
たま

ひ
い

ける。是を見て、座をつらねたる郎等
やから

共、我
われ

も ゝ
われも

と押はた

ぬき、腹を切 人
きるひと

もあり、自身に首をかき 落 人
おとすひと

も有
あり

、おもいゝの最後の躰、实ゆゝ
ゆ ゆ

敷
しき

そ
ぞ

見

えにける。其 外
そのほか

の良臣、君思
くんし

を 蒙
こうむる

人々、以上百七十人我れ先にと腹 伐
はらきっ

て、屋形
やかた

に火を

掛たれば、ミゆう火さかんにもえ上がり墨
ぼく

煙
えん

天をかすめたり。庭上、門前に並 居
ならびい

たる老若

男女、是を見て、腹かき切
きり

、火の中へとひ
び

入も有。 或
あるいは

父子兄弟指
さし

ちがゑ
え

たを
お

れ（たおれ）



ふすも有。血ハ
は

流て大地に落
おち

、まんゝ
まんくまん

として、供水【洪水】のこ
ご

とし。 

鹿は
ば

ね（屍）は、山野に横たへ
え

、累
るい

ゝ
るい

として山のこ
ご

とし。死か
が

いはやけて見えね共
ども

 、

後
のち

に名字を尋ぬれは
ば

、此城にて討死したる者、 雑 兵
ぞうひょう

共
ども

八百七拾人、 惜
おしい

かな、此大将は

豊後大友の家臣となり、 朝 恩
ちょうおん

を忘ず、逆心の心もなし。 

仁をしらぬ者は、君 恩
くんおん

をすて、 薩 州
さっしゅう

にしょく（食）し、勇なき物【者】は、一旦死

をまぬか
が

れむとて、計略に逢
あい

、智なき者は時のへんをしらす
ず

、道に背
そむ

くことのみ有
あり

しに、

此 人
このひと

は、智仁勇の三徳を兼て、死を善道に守り、上 古
じょうこ

はしらす
ず

、近代は此紹運程の名将は

なかりけるに、天運、時至ぬれば、行年三拾八才、天正十四年七月 廿
にじゅう

七
ひち

日の朝の露と消
き

へ
え

給
たも

ふ
う

。 

世に痛わしき有様也。掲載前紹運之つもりの日数に一日違
たが

ひ
い

、 落 城
らくじょう

しけり。 

 

 

 

 

 

 

夫
それ

から薩マ勢、宝満の城に 責 上
せめのぼり

り、頓而
やがて

是
これ

を責 落
せめおと

す、紹運の北ノ方、高橋主膳宗

増を生 捕
いけどり

、薩摩へつれ越
こし

けるか
が

、後には立花方より取帰【返】し（取り返し）けると也。

筑紫廣門、勝尾
かつお

の城も此時落城す。大将廣門と薩州の侍大将河上左京と太刀打
たちうち

して、廣門討

れけり。其最後の有様、古き人の 語 伝
かたりつたえ

しは、廣門と左京と 互
たがいの

勝負けっせんと打
うち

はけ
 げ

み

し時、左京一首の歌を詠
えい

ス
ず

。 

「打
うち

むすふ
  ぶ

たちの下頃うふやなれ、たゝ
た だ

切
きり

かゝ
か か

れ先ハ
は

こ
ご

く楽（極楽）」と 申
もうし

ければ、

廣門も取
と

りあえす
ず

 

 「さらは
ば

切
きれ

、やいは
ば

に掛る物はなし、本来、空
くう

はかたちなけれは
ば

」 

「前紹運之つもりの日数に一日 違
たが

ひ
い
」 

この文は、秀吉が 九 刕

きゅうしゅう

征伐の筑紫到着まで十四，亓日持ちこたえ、後一日持ちこたえた

ならば、落城しなかったのではないかということだと思われます。 

 



とよみすて
て

ゝ
て

、互に打 合
うちあい

けるか
が

、左京が太刀、廣門のももにしたたかに当り、いぬいにたお

れけり。廣門打太刀、左京に強く打付
うちつ

けれは
ば

、よろひ
い

の上にて通らす
ず

、左京 頓
にわかに

て廣門か
が

首

を打けり。其後、薩摩、秋月の勢、立花の城へ押
おし

寄せ、是
これ

を責
せめ

る。城の大将、左近
さこん

将 監
しょうげん

、

其 頃 十 八 歳 也
そのころじゅうはちさいなり

志
し

か
が

、勇気
ゆうき

、人
ひと

に勝
すぐ

れ、知徳
ちとく

有
ある

大将なれば、城中の兵をいさめて、自身

諸手
もろて

の持
もち

口
くち

を昼 夜
ちゅうや

少
しょう

も油断
ゆだん

なく馳
はせ

廻り
めぐり

、下知
げ ち

をなし、立花の手勢、名をゑ
え

たる兵おおか

りけれは
ば

、爰
ここ

かしこのつまりゝ
つまりつまり

に折 合
おれあい

、命
いのち

を惜
せき

ます
ず

せめ戦 う
たたかう

。され共
ども

、敵は大勢なり。

荒手
あらて

【新手】を入 替
いれかえ

ゝ
いれかえ

責
せめ

戦 う
たたかう

。味方は岩野、宝満落城と聞
きき

、士卒力を落し、敵は両城

責落し、勝に乗
のり

たることなれは
ば

、討 共
うてども

ゝ
うてども

ことともせす
ず

、既に二、三ノ丸のり取、つめの

城に也、あやうかりし處に、槙野
まきの

弾
だん

正
じょう

殿からはやうや来り、立花之城を近国の步士にかこ

まれ、 篭 城
ろうじょう

有 之
これありの

条
じょう

、 神 妙
しんみょう

也。随 分 力
ずいぶんちから

勵
はげみ

をなし、堅固に城をたもつへ
べ

し。其間

に、秀吉公御
ご

進 発
しんぱつ

を有
あり

て、秋月・薩摩の逆と（逆 徒
ぎゃくと

）等、一 々
いちいち

に亡すへ
べ

し。相かまゑ
え

て、

心よハく（よわく）思う
おもう

へ
べ

からす
ず

、との 御 使
おんつかい

也
なり

。是に城中力を得しゝの歯はかみをなし、

早
はや

引
ひき

色
いろ

にそ
ぞ

、是
これ

にと
ど

うてん（動転）し、はや引色にそ
ぞ

見えにける。大将島津被
もう

申
され

けるは、

此城を責落す。又、今亓日を 過
すごす

へ
べ

からず、 然 共
しかれども

、秀吉九刕（九州）発 向
はっこう

【出発して目

的地に向かう（軍隊が発向する）】、近 付
ちかづか

ハ
ば

いたつ
づ

らに、他国にて軍勢の先 城
さきしろ

ついやして、

せんなし。先城を 養
やしない

おくへ
べ

し。薩摩に 帰
かえり

て、国の用害【要害】かまえへ、上 方 勢
かみかたぜい

のよ

せ来るを相まつへ
べ

し。大事の前の小事なれは
ば

、いさ
ざ

や帰陣
きじん

すへ
べ

しとて、備
そなえ

ゝ
そなえ

の 行 列
ぎょうれつ

調
しらべ

人しつ
ず

かに城を引
ひき

たり、城中に籠る老若男女安堵
あんど

の思
おも

ひ
い

をなし、魚の水をゑ
え

たるこ
ご

とし。城

の左近将監、家臣あつめ 被
もうさ

申
られ

けるハ
は

、今度
このたび

我、薩摩勢に城を落され
おとされ

す
ず

、堅固に篭城すとい

え共、てきもふ【無
ぶ

】勢
ぜい

なれは
ば

、は
は

かゝ
かばか

敷
しく

、 一 戦
ひといくさ

をもせす
ず

、只
ただ

城
しろ

を落され
おとされ

さ
ざ

るを勝にし

て有
あり

しまて
で

也。今、敵引 取
ひきとり

折
おり

をゑ
 え

て、城中から、付出
つきだ

し、一戦すへ
べ

しと思
おも

ふ
う

なり。左
さ

もな



くは
ば

、無念也
むねんなる

へ
べ

し。今
いま

より天下
てんか

の人
ひと

に 笑
わらい

れんこと口 惜
くちおし

かるへ
べ

し。方 々
かたがた

いかにと 仰
おおせ

け

る。老臣に美作守小野和泉すゝ
すす

ミ
み
出て 申

もうす
様
よう

、大将の 御 尤
ごもっとも

には 候 得 共
そうらえども

、今度大て

きに城を落され
おとされ

は
ば

社
こそ

諸卒一命を捨てふんこつ【粉骨】を尽し、不慮
ふりょ

に今
いま

死
し

を出
での

一 生
いっしょう

に逢
あい

、

然
しかるに

に太 閤
たいこう

秀
ひで

吉
よし

公
こう

も近 日
きんじつ

御発向
おはっこう

有
ある

へ
べ

し。さあらは
ば

、當 家
あたりけ

の御運
ごうん

、 忽
たちまち

開かるへ
べ
し。

目
め

出度
でたき

折節、しばらく待
まち

給
たま

ひ
い

て 重
かさね

て御本意遂
とげ

させ給へ
え

、殊に味方の軍兵とも、数日の合

戦につかれたる小勢を 以
もって

、さしも大軍に追掛け跡をしたう物ならは
ば

、味方
みかた

の人数やハか(や

いかに)、のか
が

れ申まし
じ

、勝
かっ

て 甲
かぶと

の緒
お

をしめよとハ
は

、かようの事おや 申
もうす

へ
べ

し。只
ただ

おんひ
び

ん

社
こそ

、君の御為に 而 社
おいてこそ

候
そうら

へ
え

、此儀は、我々か申旨に御まかせ 候
そうらえ

へ
え

かしと、皆一同に 申
もうし

けれは
ば

、大将涙を流し給
たま

ひ
い

て、方々は口
くち

惜
おしき

き事を申す物【者】哉
かな

、我若年成
なり

といえと
ど

も

弓 馬
きゅうば

の家に生れて、儀を思ふ
う こと

（事？）せつ也。方 々
かたがた

も思ふ
う

て見よ、まさしく父紹運は我

等か
が

命を助ん為、岩谷
いわや

（岩屋）において御自害有。殊に母上弟主 膳 迄
しゅぜんまで

、敵の取子（ 虜
とりこ

）

となり、泪
るい

切
せつ

の苦
く

を請
うけ

給
たま

ふ
う

を、目の前に見なか
が

ら、我等か為には二親の敵也を、おめゝと

引 取
ひきとら

せては、無念のたく
ぐ

いなし。今更てき【敵】を付
うつ

【討つ】すら大軍にさえられ【遮ら

れ】、合 戦
かっせん

難儀
なんぎ

に 及
およぶ

ならば、其戦場を枕として討死して、父の孝養にほう（報）すへ
ず べ

し。是
これ

願う所の幸にあらすや。 譬
たとえ

、方 々
かたがた

が夷
い

（異）見【意見】に付、此城を出す
ず

し而
て

、命を助た

り共、何の面目有て秀吉公之御見参に可 入
いるべき

か。此上は方々はへ
べ

次第、某におゐ
い

ては只
ただ

壱人
ひとり

敵

陣に掛入、心能
のう

討死せんとて既に物ゝしくして太刀
た ち

取
とり

て出
いで

んとし給
たも

ふ
う

。 

其時、両臣涙を押
おさ

え、扨
さて

も ゝ
もさても

大将の 仰
おうせ

かんし
じ

入 候
いりそうろう

。我々か
が

智の浅きゆえ、それまて
で

は

思ひ
い

寄
よら

す
ず

、只君の御運
ごうん

御 開 被 成 候 事
おひらきなられるそうろうこと

をの身【み】 存
ぞんじ

候、儀を見て陳
のべ

さ
ざ

るは、勇な

きに似り。片時も急か
が

せ給
たま

へ
え

、我々も御供仕
おともし

、大将諸共討死仕
し

すへ
べ

しと申けれハ
ば

、座に並 居
ならびい

たる良臣・其外、城中之侍儀の一理をかんし
じ

、皆一同に、我もゝと打
うち

立
たて

けり。 然
しから

ハ
ば

、軍神



之血祭に、脇山の城に残る星野を討
うち

て、夫
それ

から薩摩勢を追わむ
ん

と翌朝未明に立花の城を打お

ろし、脇山の城に取
とり

掛
かかり

、一 時
いっとき

に責落し、星野何某を討
うち

取
とる

。夫から海道に掛り、水城の戸

を打 過
うちすぎ

、薩摩の勢を間近く追
おい

詰
つめ

、遠矢
とおや

尃懸
いかけ

、鉄炮はなしかけ、跡をしとうて薩州の軍勢を

筑後川の辺にて取て返し、防ぎ戦う。扨又、秋月宗仙種
たね

真
ざね

、薩摩と無二之一味也。一年嶋津

と言 合
いいあい

有
あり

て、秋月より板並左京と言 者
いうもの

、薩摩
さつま

に 遣
つかわ

し七 代 迄
しちだいまで

ハ
は

、一味
いちみ

致
いたす

へ
べ

しと記證文

【起 請 文

きしょうもん

】取 替
とりかわ

（取交）し、ことなれば是も秀吉公に 随
したがわ

ず、我 等
われなど

居 城
きょじょう

古所
こしょ

山は、

ならひ
び

なき名城なるに、此城に楯
たて

籠
こもり

、八 町 坂
はっちょうざか

を切ふさき
ぎ

、古所之要害に引 請
ひきうけ

、一命を

捨て防ぎ戦う物ならば、中々上方の軍兵雲霞（の）如く寄来る共、左右なくやふ
ぶ

られまし
じ

き

物をと内儀
ないぎ

評 定
ひょうじょう

究
きわま

り、さあらば、先秀吉公へ使者を 上
のぼら

せ、九州進発之儀を 窺
うかがい

、其
その

次 手
つぎのて

に敵の有様を見
み

す
ず

へ
べ

しとて、秋月普【譜】代の侍に縛（？）利蔵之助という切 者
きれもの

の侍

をゑらひ
え ら び

、中国 辺
あたり

迄
まで

指
さし

遣
つかわ

す。蔵之助、安芸之広嶋にて、秀吉公に行 合
ゆきあい

、槙野弾正、是

を取次ぐ。御前へ 伺
うかがい

公【候】仕、秀吉公御覧 被
になら

成
れ

、あれは秋月が使の者かと、 仰
おおせ

けれ

ハ
ば

、内蔵之助
すけ

謹 而
つつしんで

言
ごん

上
じょう

す。今 度
このたび

薩
さっ

州御発向之
しゅうごはっこうの

儀
ぎ

に付
つき

御手にしよく（ 食
しょく

）し 奉
たてまつる

へ
べ
き為、秋月種真【種實】、是 迄

これまで

使者
ししゃ

指 上 候
さしあげそうろう

由
よし

、言上仕
し

、秀吉公御聞
おきき

召
めし

、秋月は嶋津

無二之一身
いちみ

（味）たるよし其 聞
そのぶん

有
あり

。急
いそい

て
で

嶋津
しまづ

合 躰
がったい

の儀ひかえへ
べ

し。我等
われら

か
が

味方
みかた

に 可 参
さんずべし

。

さあらハ
ば

、秋月には筑前・筑後の両国を宛
あて

行
ごう

へ
べ

し。 汝
なんじ

急
いそぎ

帰国し、此旨を秋月に 可 申
もうすべき

と

の 御 諚
おんおおせ

也。其上に而、御腰物
おこしもの

を被
もう

申
し

遣
つかさわれ

る。内蔵之助、 謹 而
つつしんで

頭をたいし申けるは、

只今之御上意、秋月為に別
わけ

て難
なん

有
あり

奉
たてまつり

存 上 候
ぞんじあげそうろう

、御上意之
ごじょういの

趣
おもむき

、急 帰
いそぎかえ

て種真【種

實】に 申 聞
もうしきき

すべく 候
そうろう

由
よし

、弾正委細に申上、頓而
やがて

御 前
おんまえ

を 罷
まかり

立
たち

、秋月にはせ下り、秀

吉公の仰 之
おおせの

趣
おもむき

、委細に 申
もうし

たりけれハ
ば

、種真・種長被
もう

申
され

けるハ
は

、我嶋津と一身七代迄

のけいやくを今 更
いまさら

返して、秀吉にいかて
で

馬をつなくへ
べ

き。 汝
なんじ

ハ
は

、秀吉に能
よく

たばかられけ



とそ
ぞ

、笑われける。蔵之助申けるハ
は

、御上意にては 候 得 共
そうろうえども

、

今 度
このたび

ひでよし公、西国御発向の御 勢
おんぜい

凡
およそ

窺
うかがい

申
もうす

に、中 々
なかなか

心
こころ

言葉
ことば

難 及
およびがたく

、勢之程
ぜいのほど

何

十万騎と言
いい

数をしらす
ず

、四国・中国の勢は残らす
ず

はせ付
つけ

、先 陣
せんじん

仕
つかまつる

と相見え候、其 餘
そのあまり

九 刕
きゅうしゅう

の勢
ぜい

みなかうさん（降参）之使者を 上
のぼら

せ、秀吉公にしょくし候由、其 聞
そのきこ

へ
え

隠れ

なく、今のこ
ご

とくハ
ば

、薩摩と御当家 計
はかりごと

を社
こそ

敵たいとはへ
え

えさせ給
たま

ひ
い

候
そうろう

。 

秀吉に日本の諸士の随い付
つき

事
こと

、偏風の草木をなひ
び

かすか
が

こ
ご

とし 憚
はばかり

多く
おおく

候 得 共
そうろうえども

、

石公が三略之書に敵つおくは
ば

（強ば）是をこうせよと候えは
ば

、 薩 刕
さっしゅう

と調合され、秀吉公に

御したかひ
が い

候か、さもあらす
ず

ハ
ば

、嶋津殿と御合躰之儀を御返し
おかえし

有
あり

て、早々秀吉公に御馬をつ

なか
が

せ 可
しかる

然
べき

と 存 候
ぞんじそうろう

由
よし

、 憚
はばかり

なく申けれは
ば

種真・種長を 始
はじめ

、家老・物 頭
ものがしら

に 至
いたる

ま

て
で

、同音に笑ひ
い

、扨
さて

ゝ
さて

内蔵之助はおかしき事を申物かな、秀吉にたばかられ、能力をもふけ、

能にめつ
づ

るか、又はおくびょうの眼にて、角
かく

は見る
み る

へ
べ

し、けしからぬ敵のほう様（猿
さる

冠者
かじゃ

）

かな、何条そのさるか仕や（猿冠者）か
が

きのふ
う

（昨日）けふ（今日）まで下志津（下賎）に

て、何程の事を仕出
しだす

へ
べ

し。 忝
かたじけなく

も当家
とうけ

ハ
は

漢のかうそ（高祖）より 伝
つたわ

り、弓矢を取て代々

ほまれ之家なり、其上名を得たる 八 町
はっちょう

坂
さか

を持なか
が

ら、秀吉にか
こ

ふ
う

さん（降参）し、薩摩の

人々に何之
なんの

面 目
めんぼく

有
あり

て、おもてを向ふ
う

へ
べ

し。只籠城にて有
ある

べしと、皆一同に申けれは
ば

、種真

【種實】父子、此儀に同し、籠城にて 定
さだまり

りけり。内蔵之助面目失ひ
い

て見けるか
が

、心うく（憂

く）や思
おも

ひ
い

けん。重
かさね

て 申
もうし

けるは、我等くあんの身にて、重て申けるは、恐 多
おそれおお

く 乍 存
ぞんじながら

、

かゝ
か か

る大事の前ならは
ば

、申さぬも又ふ忠（不忠）なれは
ば

、重て申上候、只今の君の 御 諚
おんおおせ

、

諸士之言葉は、当家の御運も末に成
なり

たると被 存 候
ぞんじそうら

え、今見 給
みきゅう

へ
え

、芳 【ゝ旁(かた)ゝ(がた)】

只今之討【内】には、似
に

まし
じ

き物をと色を違
ちが

へ
え

申
もうし

けれは
ば

、にくき者 之
ものこれ

申
もうし

ようかな。か

ようのおく病もの我々が中にはおかまし軍神の血祭り討
うた

せ給
たま

へ
え

と申けれは
ば

、種真【種實】父



子同心して、頓而
やがて

腹をそ
ぞ

切
きら

せける。無残なりし有様也。 

種真【種實】も薩摩と一味の事いふ
う

。殊には岩谷・宝満・勝尾・立花に 至
いたる

まて
で

加勢に

て本望を達したる事なれは
ば

、今更嶋津に 背
そむき

難く、角
かく

は、はからひ
い

給
たま

ふ
う

らん。譬
たと

え其儀た

り共、さしも忠義の内蔵之助あへ
え

なく志害（自害）せられしハ
は

、種真【種實】父子の不覚な

りと、世の人皆言あへ
え

り。秀吉公御かんゑ
え
つ（観閲）有て、あれを見よ、三河守と 被 仰

おうせられ
、居

い

たけ髙
だか

に被
な
為
ら
成
れ
、是

これ
御覧
ごらん

し
じ
ける所に小判少も 滞

とどまること
なく塀の上に上り、頓而

やがて
城内に入

いり
ぬ。

敵も 叶
かなわ

わし
じ
とや思ひ

い
けん、早々城を退出して、 防 兵

ふせぐへい
壱 人
いちにん

もなし（と）思
おも

ふ
う
す 【ま】に

乗
のり

すましける。其後、諸軍勢我
われ

も ゝ
もわれも

と責 入
せめいり

て、岩石の城も落城す。夫
それ

より筑前之国大隈

に 掛
かかり

給
たま

ふ
う
。彼

かの
城
しろ

にと 申
もうす

ハ

は

、秋月宗仙 隠
かくれ

居城にて、形の如く要害なれは
ば
、爰

ここ
にて上方

諸勢をさゝえんと相 侍 所
さむらいどころ

に既に岩石の城
しろ

落ちて上 方 勢
かみがたぜい

気に乗りてせめ来るよし聞え

けれは
ば
、取 物
とるもの

も取りあえす
ず
、城をにけ

げ
【逃げ】、古所

こしょ
之
の
城
しろ

へ加
か
へ
え
ける。是

これ
に依

より
て、何之

なんの
滞

とどこおり

もなく、秀吉公大隈之城に御入
おいり

有
あり

て、則
そく

御陣所とそ
ぞ
被
な
成
られ

ける。 

秋月軍勢共、古所山の上から大隈の方を見渡せ
みわたせ

は
ば
、将軍之御 勢

おんぜい
、何十万騎といふ

う
計

ばかり
な

く嘉摩
か ま

・穂浪【波】、両郡にみち
み ち

ゝ
みち

て、寸 尺 之
すんしゃくの

間
あいだ

もなく、とう待
まち

杭
くい

の如く也。陣所 ゝ

陣所

にたくかかりひ
び
【かがり火】は、晴たる星の如し。野里川迄も皆軍勢とそ

ぞ
見えたりけり。夜

よ
明
あけ

て、大隈の城を見れば、一夜の中
うち

に見なれぬ白土の付
つき

、腰板を打
うち

、当り【辺り】もか
か
ゝ
が
やく
や く

計
ばかり

なり。是は秀吉公智法
ちほう

のゆゝ敷（ゆゆしき）名将にて、敵の気を取らん為之
の

御 計 事
おんはかりごと

也。

奉 公
ほうこう

を以
もっ

て、かべを張
はら

せ、民家の戸板をあつめて、腰板に社
こそ

被
なせ

成
られ

ける。是見て、種真【種

實】父子、其
その

餘家頼【家来】の者共、皆あきれ果
はて

たる 計
ばかり

也。其頃いなか口
ぐち

にて、是程ま

で步士之
の
数は多きものやう【やら】、大 形

おおかた
【大方】人間のわさ

ざ
とは見へす

え ず
、鬼神のしよいそ

ぞ
と

老若男女言
いい

あへ
え
り。此時世の人 申

もうし
けるハ

は
、扨も内蔵之助は巧者也、故

ゆえに
此
この

躰
てい

見済
みすま

して社
こそ

い



さめられし物を、あらた侍を殺させらるゝ物かなと、口
くち

ゝ
ぐち

に 申
もうし

ければ、種真【種實】父子、

今ハ
は

叶
かな

わし
じ

とやおもひ
い

けん、 甲
かぶと

をむき、弓の弦をはつ
づ

し、かう人（降人）に也【成】、古所

の城を下り、法 躰
ほうたい

の身と也、家の名物ならしは
ば

と言
いう

茶 入
ちゃいれ

を 捧
ささげ

、嘉摩郡芥
かい

田
だ

という所の

道の辺広
ひろ

昌
まさ

にて、太閤江
へ

御礼
おれい

申 上
もうしあげる

。秀吉公 仰
おおせ

けるは、秋月父子、是 迄
ここまで

出仕之
しゅっしの

段
だん

大 慶
たいけい

也、今までは是非
ぜ ひ

共
とも

に、かうべ（頭）をは（刎）ぬべき社
こそ

思
おも

ひ
い

しに、角かう人（降人）に

出るゆえふ便【不便】加へ
え

、父子共に一命を助てとるそ
ぞ

、 急
いそぎ

薩摩
さつま

への先手
せんて

仕
つかまつ

れ、との御
おん

諚
おおせ

也。種真【種實】父子共、 畏
おそれ

て御先手
おせんて

仕
つかまつ

る。 

扨
さて

、秋月父子は、御先手へ押被
おしい

出
でられ

、大【太】閤ハ
は

、秋月の丑 寅
うしとら

に 当
あたり

て、荒手と言
いう

所の

山御陣之
おじんし

（？）被
な

成
られ

、両日御 滞 留
ごたいりゅう

有而
ありし

、所の御仕置被
な

成
され

、明
あく

る早天に肥後国へと人数を

押させ
お さ せ

給
たま

ふ
う

。鍋島加賀守を始、其
その

餘国
よこく

之
の

步士、 悉
ことごと

く御手にしよく【食】し、薩摩へそ
ぞ

急
いそぎ

ける。西国步士之
の

出 立
しゅったつ

過半
なかば

、見苦敷中
みぐるしきなか

にも、旗指物を受筒にて指 事
さすこと

をしらす
ず

、縄にてせ

（背）にしは
ば

り付
つけ

、 或
あるいは

肩
かた

に打かたけ杯して、おかしき事己【のみ】多かりけり。上方の

軍勢皆是を笑
わら

ふ
う

。時に鍋島加賀守、秀吉公之御前に追
おい

付 奉
つきたてまつ

り、 謹 而
つつしんで

申
もうし

けるは、ち

んせ
ぜ

い（鎮西）の将軍勢、都の軍見ぬ物は 殊 外
ことのほか

、出立見苦き不都合
ふつごう

成
なる

事多し、是 依
これにより

て、

上方の步士笑い、 或
あるいは

ゆび指
さし

候
そうら

へ
え

は
ば

、田舎物の儀に 候
そうろう

得
え

は
ば

、はつ
づ

かしき事に思ひ
い

、步

者杯も果 敢
かかんな

行
おこない

不 申
もうせず

候
そうろう

と恐入たる 言 上
ごんじょう

に御座候得共
ござこそうらえども

、御下智【下知】被為成可
なさるべき

被

成下
なさる

由
よし

申 上
もうしあ

け
げ
れは

ば

、太閤聞
きき

召
めさ

れ、夷
えびす

は、嘸
さぞ

あらん、国々所々の 習
ならい

有
あり

と言
いう

事を知らす
ず

、

此
これ

已
い

後
ご

是
これ

を笑
を

ふ
う

輩
やから

は罪科
と が

に 行
おこなう

へ
べ

し、との御
おん

諚
おおせ

なり。其後は笑
わら

ふ
う

物【者】もなかり

けり 頓而
やがて

、秀吉公先陣を薩摩
さつま

江
へ

被
お

押 入
しいられ

けれは
ば
、薩 州 勢

さっしゅうぜい

茂
しげく

日向国室津辺
へん

出 向
しゅっこう

合 戦
かっせん

有
あり

。中にも黒田長政公同国髙帰
たかき

原
はる

と 言 處
いうところ

にての高名ひるひ
い

なき（比類なき）御事也。東

【藤】堂和泉
いずみ

守
のかみ

殿、耳川乃先陣又寺山之
の

目
もく

す 言 所
いうところ

にて宮部善城坊の陣へ薩摩から夜討之
やうちの



時
とき

、善城坊の高名何も名高き
なだかき

誉
ほまれ

也。かかる所に、嶋津隆【龍】伯
はく

頓
あわて

て
て

はり付木（磔木）を

拵
こしら

え、先に持せ、大【太】閤御前かうさん（降参）して、此
これ

已後
い ご

馬
うま

をつなき
ぎ
、主君と 仰 奉

あおぎたてまつる

へ
べ

し、若
もし

又
また

御いき通り（憤り）深
ぶか

ク
く

御赦免
ごしゃめん

不被
な ら

成
ず

候
そうら

はゝ
わ ば

、 則
すなわち

はり付木に御掛可被
おんかかけ

成
なるべし

と 謹 而
つつしんで

言
ごん

上
じょう

す、秀吉公御かん有て、今より互に遺恨
いこん

なく嶋津一家共、今から持来之領地

永代無相違
そういなく

宛
あて

行
おこなう

べきと之
の

御 諚
おんおおせ

也。薩州 悉
ことごと

く御手
おんて

に入
いり

、日向から大和中納言殿御味

方に 被 参
さんじされ

、但
ただ

シ
し

、黒田孝隆【髙】公を 始
はじめ

、尾藤甚右衛門、蜂須賀
はちすか

阿波
あ わ

守
のかみ

殿、其諸国大

名小名数万騎、 薩 刕
さっしゅう

へ 向
むかわ

れ、薩摩降参之上
のうえ

ハ
は

、西国太平に 治
おさま

りけるとかや。 

頓
やが

而
て

立花左近将監、秀吉公之御前に 畏 被
かしこもう

申
され

けるハ
は

、私之儀、是に而
て

御暇拝 受
はいじゅ

被 仰 付 被 下 候
おおせつけくだされそうら

へ
え

かし、其意趣は、愚母亦宗増を 未
いまだ

薩 州
さっしゅう

取
とり

籠
ごめ

と也
や

有 之 候
ありしそうろうの

条
じょう

、

彼地
かのち

へ立越、有無を 極
きわめ

申
もうす

度
ほど

由
よし

、 及
ごんじょうに

言上
およぶ

。秀吉公御聞被
おききに

成
なられ

、 尤
もっとも

千萬之
せんばんの

次第
しだい

、

併
あわせて

諸士の内から被 指
しめされ

越度
た き

趣
おもむき

ニ
に

て、 暫
しばらく

御思案有て、誠に蒋(ママ）野三河守は、智

略万騎に 勝
まさり

、大剛之者と聞
きき

及
およぶ

なれば、 急
いそぎ

召せとて御座近く被召
めされ

御 直
おんじきじき

に被仰
おおせ

出
いづ

ルハ
る は

其方是から薩摩へ行向、随分法寸の廻
まわ

シ
し

、左近母弟宗増を無事故
ゆえ

取返し得させよ、と厚く

御 頼 之
おんたのみの

御意
ぎょい

を受
うけ

、不及
い ぎ

異 議
およばず

、 直
ただち

に薩マ（薩摩）へ立越、嶋津
しまづ

中 務
なかつかさ

を 招
まねき

、何とか語

ら（れ）けん、即時に隆伯一家へ 申 通
もうしとお

し、翌日步人の御方を結構して、三河守に相渡
ど

ス
す

。夫
それ

から不移
ときひ

時 日
うつさず

、馳
はせ

登
のぼり

、大 坂
おおさか

ニ
に

而
て

秀吉公
きみ

江
へ

奉行合、 委
つぶさ

ニ
に

言 上
ごんじょう

ス
す

。秀吉公御感有、

甚 敷
はなはだしく

三河守は高名、 楠
くすのき

にも増
まさ

りたる步士也と御誉被
お ほ め

成
なされ

、御手
お て

つ
づ

から大原实盛の御

刀を被 下
くだされ

、御 暇
おいとま

申 受
もうしうけ

下 国
しもくに

仕
つかまり

し由。 

  其後、秀吉公京都江
へ

御帰城被
なら

成
れ

、御詮議有て、今度西国の合 戦
かっせん

ニ
に

忠功有、諸士多き中に

も、立花左近将監 九 刕 之
きゅうしゅうの

誉 物
ほまれもの

【者】也
なり

と 被 思 召
おめぼしされた

とて、御 勘 定
おかんじょう

即左近将監に筑後

之内、柳川にて拾二万石余領地拝受 被 仰 付
おおせつけられ

、舎弟宗増へ同国三池と言 所
いうところ

壱万石余、是を



被 下
くだされた

。其外黒田如水公、石田治部少輔から添 状 之
そえじょうの

趣
おもむき

ヲ
を

拾書、 誠
まことに

希代の御感状也と

かや。其時代之 諸 侍
もろさむらい

浦 山 去
うらやまざる

【羨まざる
うらやまざる

】ハ
は

、なかりけり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四王寺山中腹の岩屋城跡      岩屋城二の丸跡にある紹運の墓

 

嗚
呼
壮
烈
岩
屋

い

わ

や

城
じ
ょ
う 

故
吟
道
清
泉
流
清
泉
会
宗
家
末
増
清
泉
作 

 

戦
雲
吹
き
捲
い
て 

四
王
に
横
た
わ
る 

大
挙 

攻
め
き
た
る 

島 と
う

薩 さ
つ

の
兵 へ

い 

時
日

じ

じ

つ 

十
余 

天
正
の
夏 

直
ち
に 

之 こ
れ

を
迎 む

か

ゆ 

七
百
余
名 

雙
方

そ
う
ほ
う 

弾
丸
を
放
っ
て 

雨
の
如
し 

谷
吼

た

に

ほ

え 

山
は
鳴
っ
て 

地
上
轟
く 

刀
か
た
な

墔 お

れ 

矢
尽
き
て 

全
員
斃 た

お

る 

嗚
呼 

壮
烈 
岩
屋
城 

嗚
呼 

壮
烈 

岩
屋
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